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　　　　 第１号様式（第７条関係）

認 証 番 号

・電力使用料を2011～2013年度の平均値比2％削減
・都市ガス使用料を2011～2013年度の平均値比15％削減
・水の使用料（市水+井水の合算）を2011～2013年度の平均値比4％削減

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 内 容

・電気使用料の削減ー高輝度誘導灯の導入、照明器具のLED化、OA機器の未使用
時
  の電源OFF
・都市ガス使用料の削減ーコージェネ発電機の運転時間の短縮、空調用冷凍機の
　夜間モード運転、コージェネ発電機2台運転時の廃蒸気の有効利用
・水の使用料の削減ー漏水防止、各所止水道栓の開度の適正化

（ 宛 先 ） 京 都 市 長

報告者の住所（法人にあっては，主たる事務所の所在地）
京都市西京区山田平尾町１７

適 用 範 囲

平成27年7月31日

社会福祉法人　京都社会事業財団　京都桂病院

環 境 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 名 称

環境マネジメントシステムの評価及び見直しの内容

評価・見直しの必要性については、原則として１年に１回検討し
ている。平成26年度は、現行の目標及び取り組み内容により一定
の成果が見られたことから、27年度も同一のシステムを運用す
る。

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 進 捗 状 況

・電気使用料の削減ー高輝度
・LED誘導灯に交換、照明器具のLED化、OA機器の未使用時の電源OFFを実施中
・都市ガス使用料の削減ーコージェネ発電機の手動停止、無駄のない排熱利用、
  空調用冷温水の最適運転を実施中
・水の使用量の削減ー漏水防止、各所止水道栓の開度の適正化を実施中

環境マネジメントシステム導入報告書

KES・環境マネジメントシステム・スタンダード

報告者の氏名（法人にあっては，名称及び代表者名）
 社会福祉法人　京都社会事業財団
　　　　      　会長　松原義人

　京都市地球温暖化対策条例第２２条第２項の規定により報告します。

導 入 年 月 日 　　　　　　　　　　2013年　3月　1日　　　　　　　　　　　　　　　　 　

注　認証番号の欄は，導入した環境マネジメントシステムについて第三者の認証を受けている場合にのみ記入してください。

事 業 活 動 に 係 る 法 令 の 遵 守 の 状 況

①当院の活動等に係る現場影響を常に認識し、環境汚染の予防を推進すると共に
  環境マネジメント活動に継続的改善を図る。
②当院の活動などに係る環境関連の法的及びその他の要求事項を順守する。
③電力使用料の削減、都市ガス使用料の削減、水の使用料の削減を環境管理重点
  テーマとして取り組む。

環境に配慮した事業活動を自主的に進めていくため
の目標（以下「目標」という。）

関連法規の遵守状況について定期的に確認を行なっている。これ
まで違反及び行政当局からの指摘はなかった。

目標を達成するための取組の成果及び当該成果に対
する評価

 

基 本 方 針

                      'KES1-1276


